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玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介
　
犯

石
瀧
　
豊
美
　
第

！
書
と
人
物
－

新
潟
日
報
論
説
編
集
委
員
の

森
沢
真
理
さ
ん
が
『
地
方
紙
と

戦
争
－
新
潟
日
報
第
二
代
社
長

「
坂
口
献
吉
日
記
」
に
見
る
』

＝
写
真
①
＝
を
上
梓
し
ま
し
た

（
二
〇
一
四
年
十
月
十
五
日
、

新
潟
日
報
事
業
社
）
。
十
月
十

五
日
は
新
聞
週
間
の
初
日
で
、

日
本
新
聞
協
会
主
催
の
第
六
七

回
新
聞
大
会
が
新
潟
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て

『
地
方
紙
と
戦
争
』
が
刊
行
さ

れ
ま
し
た
。

地
方
紙
は
全
国
紙
に
対
し
、

地
方
を
エ
リ
ア
と
す
る
新
聞
を

言
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
は
戦

後
七
〇
年
。
新
聞
を
始
め
マ
ス

コ
ミ
各
社
は
戦
争
の
特
集
に
一

層
力
を
入
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う。

森
沢
さ
ん
は
新
潟
日
報
、
二

〇
一
三
年
七
月
十
三
日
号
に

「
頭
山
浦
　
新
潟
と
交
流
／
流

れ
組
む
右
翼
結
社
・
北
浜
社
」

と
い
う
記
事
を
書
い
て
い
ま

す
。
こ
の
記
事
の
取
材
を
受
け

た
こ
と
で
私
は
頭
山
浦
と
新
潟

と
の
深
い
縁
を
知
り
ま
し
た
。

以
下
は
森
沢
さ
ん
に
教
え
ら
れ

た
こ
と
を
中
心
に
書
い
て
い
ま

す。
坂
口
献
吉
は
私
た
ち
に
は
な

じ
み
が
薄
い
の
で
す
が
、
無
頼

派
作
家
と
言
わ
れ
た
坂
口
安
吾

の
兄
で
す
。
「
堕
落
論
」
で
知

ら
れ
る
安
吾
は
軍
師
官
兵
衛
を

取
り
上
げ
た
『
二
流
の
人
』
の

作
者
で
も
あ
り
ま
す
。
献
吉
・

安
吾
兄
弟
の

だ
っ
た
福
本
日
南
を
新
潟
新
報

主
筆
に
招
き
、
日
南
は
大
正
六

年
一
月
一
日
か
ら
「
堀
部
安
兵

衛
」
を
連
載
し
ま
し
た
（
新
潟

日
報
、
二
〇
〇
七
年
六
月
九

日
、
「
新
潟
日
報
源
流
二
二
〇

年
」
第
二
二
回
）
。
安
兵
衛

は
新
発
田
藩
士
の
家
に
生
ま
れ

た
人
で
す
。

『
地
方
紙
と
戦
争
』
　
に
は
本

文
で
「
中
野
正
剛
、
新
潟
へ

自
刃
選
ん
だ
政
界
の
猛
虎
」
、

コ
ラ
ム
で
「
玄
洋
社
と
新
潟

頭
山
浦
の
流
れ
組
む
『
北
浜

社
』
」
が
、
新
聞
連
載
か
ら
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
四
月
、
中
野
正

剛
が
新
潟
に
遊
説
し
た
折
、
坂

口
献
吉
は
東
京
上
野
で
正
剛
を

見
送
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

鰐
鳩
賦
縄
晶
冒
間
口
蝶
弱
縄
吉
原
寵
に
嬉
／
黒

父
が
仁
一
郎

（
新
潟
新
報

社
長
）
。
仁
一

郎
は
平
岡
浩

太
郎
経
営
の

醐
謝
謀
計

さ
て
、
頭
山
浦
と
新
潟
の
関

係
で
す
。
「
戦
前
か
ら
戦
後
に

か
け
て
、
新
潟
市
に
『
北
浜
社
』

と
い
う
右
翼
結
社
」
が
あ
り
、

「
頭
山
浦
の
流
れ
を
組
み
、
加

藤
大
輔
・
元
新
潟
市
議
が
事
務

局
を
務
め
た
」
（
前
掲
・
森
沢
「
頭

山
浦
　
新
潟
と
交
流
」
）
。
加
藤

大
輔
は
頭
山
の
門
下
生
で
、
昭

和
四
年
に
北
浜
社
を
結
成
、
新

潟
市
で
の
結
成
集
会
に
は
頭
山

も
参
加
し
ま
し
た
。
大
輔
の
長

男
・
加
藤
大
二
氏
が
頭
山
喜
「
北

浜
社
」
の
額
＝
写
真
②
＝
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
力
強

く
端
正
な
書
で
す
。
北
浜
は
北

の
海
の
意
で
、
北
陸
や
北
海
道

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
玄
界
灘

を
紫
浜
（
筑
紫
（
九
州
あ
る
い

は
筑
前
）
の
海
）
と
か
玄
洋
と

表
現
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

北
浜
は
新
潟
付
近
の
日
本
海
を

呼
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。

な
お
新
潟
日
報
社
長
南
構
造

映
氏
も
頭
山
の
書
「
明
大
義
」

（
大
義
を
明
ら
か
に
す
）
＝
写

真
③
＝
を
所
蔵
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
お
父
上
か
ら
受
け
継
が
れ

た
も
の
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
明
大
義
」
は
お
そ
ら
く
水

戸
藩
の
学
者
藤
田
東
湖
が
幽
閉

中
に
著
し
た
『
回
天
詩
史
』
に

由
来
し
ま
す
。
そ
の
一
節
に
「
荷

明
大
義
正
人
心
　
皇
道
美
恵
不

興
起
」
が
あ
り
ま
す
。
「
荷
も

大
義
を
明
ら
か
に
し
て
人
心
を

正
さ
ば
　
皇
道
奨
ぞ
興
起
せ
ざ

る
を
患
え
ん
」
で
す
。

次
に
長
岡
市
に
は
頭
山
喜
の

記
念
碑
「
竹
介
先
生
出
生
之

地
」
＝
写
真
④
＝
が
あ
り
ま
す

（
長
岡
市
杉
之
森
、
写
真
は
森

沢
さ
ん
提
供
）
。
「
出
」
は
「
山
」

を
二
つ
重
ね
て
書
い
て
い
ま

す
。
竹
介
は
高
橋
竹
之
介
（
一

八
四
二
～
一

九〇九）。

竹
之
助
と
も

書
き
ま
す
。

頭
山
よ
り
も

一
三
歳
年
長

蟻
謹
態

乱
闘
轡

で
す
。
尊
王
擾
夷
派
の
志
士

で
、
私
塾
・
誠
意
塾
を
開
い
て

い
ま
し
た
。
頭
山
は
明
治
十
三

年
（
一
八
八
〇
）
、
民
権
運
動

で
東
北
・
北
陸
を
遊
説
し
た
こ

と
が
あ
り
、
高
橋
家
に
は
二
か

月
近
く
滞
在
し
ま
し
た
。
「
頭

山
浦
書
」
の
文
字
の
下
に
、
姓

名
印
（
白
文
「
頭
山
浦
」
）
・
雅

号
印
（
朱
文
「
立
雲
」
）
＝
写

真
⑤
＝
ま
で
が
忠
実
に
彫
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
白
文
は
陽

刻
、
朱
文
は
陰
刻
で
す
。

前
号
で
紹
介
し
た
「
行

義
遠
道
」
額
（
新
潟
県
新

発
田
市
長
徳
寺
「
義
士

堂
」
）
＝
写
真
⑥
＝
は
文

字
部
分
が
読
み
に
く
か

っ
た
の
で
再
掲
し
ま
し

た。

※
森
沢
真
理
様
、
加
藤

醐
鷺
清
適
映
様
に
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